第５２回　前橋市水道事業等運営審議会　議事録

日時：令和８年２月２０日（金）午前１０時３０分から午前１１時５５分まで
会場：前橋市水道局３階会議室

１　開会
　山本経営企画課長
　委員１０人中８人が出席しており、前橋市水道事業等運営審議会条例に定める会議の開催要件である過半数の委員の出席を満たしているため、今回の会議の成立が確認された。

２　委嘱状交付
　膽熊公営企業管理者から出席委員に委嘱状が交付された。

３　あいさつ
　膽熊公営企業管理者

４　自己紹介
　委員及び水道局職員の自己紹介

５　審議会趣旨説明
　事務局から前橋市水道事業等運営審議会の趣旨について説明

６　会長、副会長選出
　委員の互選により田中委員を会長に稲田委員を副会長にすることが決定した。

７　議事
　水道事業等運営審議会条例に基づき、田中会長を議長として議事を進行した。
会議を公開とすること、議事録署名人は田中会長と阿部委員とすることが確認された。次の議事について、事務局が順次説明を行い、質疑応答を実施した。
(1) 令和８年度当初予算の概要
(2) 「水道ビジョン（経営戦略）2026」パブリックコメントの実施状況等
(3) 下水道管路の特別重点調査

【質疑応答】
(1) 令和８年度当初予算の概要
＜佐藤委員＞
・資料P.4における減価償却費について、今後、施設更新の本格化に伴い、更に減価償却費が増加する見通しか。また、そもそも減価償却費は、経費として支払うものなのか。
・資料P.4における一般管理費他（-4.4%）の主要な減少要因は何か。
・資料P.4における支払利息について、今後の企業債発行の増加や金利上昇に伴い、増加する見込みであるか。
・資料P,15における水道事業の財政見通しについて、当期純利益が令和１０年度から赤字に転落すると予想しているが、令和１２年度以降はどのような見通しか。
＜事務局＞
・減価償却費については、今後の施設更新の本格化と物価高騰による取得費の増加により、今後も増加する見通しである。なお、減価償却費は、非現金支出費用であり、実際に現金が支出されるわけではないが、会計上の費用として計上される。
・一般管理費他の主な要因については、税務署に納める消費税の予算計上が主な要因である。令和７年度予算では消費税の支払い（納付）を計上していたが、令和８年度予算では還付となる見込みのため、その差額が減少要因となっている。
・支払利息については、今後の施設更新に伴う企業債発行の増加と金利上昇傾向により、さらに増加する見込みである。
・令和１２年度以降の見通しについては、このまま収支が悪化し続けると、運転資金である繰越財源が枯渇し、事業継続が困難になるリスクがある。事業の持続可能性を確保するため、料金改定を視野に入れた検討を進める必要がある。
＜田中会長＞
長期的には厳しい状況にある。なお、令和８年度の水道料金収入が大幅に減少しているのは、国からの交付金で補填するという説明であった。
＜岩上委員＞
人工衛星とAIを活用した漏水調査の効果と実績について伺いたい。
＜水道整備課長＞
本市では、人工衛星とAIを用いて、漏水箇所を直接特定するのではなく、漏水リスクの高い管路を抽出するシステムを採用している。 このシステムは、地図上の100m四方のメッシュでリスクを「高・中・低」に分類する。
 昨年度の実績として、リスクの高い箇所を5箇所調査すると1箇所の割合（発見率20%）で漏水が見つかった。 この20%という発見率は、同様のシステムを導入している他自治体の平均（10%強）と比較して高い水準にある。
従来は、職員によるローラー作戦で調査していたが、多大な労力が課題であった。 新システムの導入により、調査対象を絞り込むことが可能となり、少ない労力で同程度の漏水箇所を発見できる効果が出ている。
[bookmark: _GoBack]今年度は、リスクの高いメッシュの周辺も調査範囲に加えることで、昨年以上に漏水箇所の発見数を増やすことができた。
地中に隠れて発見が困難な「潜在的漏水」を事前に発見・予防することに貢献している。

 (2) 「水道ビジョン（経営戦略）2026」パブリックコメントの実施状況等
＜田中会長＞
資料の公表とはどういう意味か。
＜水道整備課長＞
市民に対して公表するという意味である。

(3) 下水道管路の特別重点調査
＜田中会長＞
今回の調査は、内径２．２ｍの管路を調査したが、今後は、小口径管も実施するのか。
＜下水道整備課長＞
小口径管については、日常的な点検の仕組みがあり、平成１３年度からカメラ調査を実施している。
＜佐藤委員＞
一般住宅エリアも調査対象となるのか。
＜下水道整備課長＞
本市では、「ストックマネジメント計画」を策定しており、重要な管路や交通への影響が大きい幹線道路などを中心に優先的に調査を実施している。
なお、一般の住宅街であっても、重要な管路があれば調査・点検を行い、それ以外の管路についても順次点検を進めている状況である。

８　閉会
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